
✿記念品交換チェック欄✿

□旧額田郡公会堂缶バッチ

□旧本多忠次邸缶バッチ

あいちのたてもの博覧会ウォークラリー

岡
崎
レ
ト
ロ
め
ぐ
り
特
別
編

あ
い
ち
の
た
て
も
の
博
覧
会

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

「
あ
い
ち
の
た
て
も
の
博
覧
会
」
と
「
岡
崎
レ
ト
ロ
め
ぐ
り
」
に
参
加
し
て
い
る

市
内
４
か
所
の
近
代
建
築
を
め
ぐ
り
、
各
館
で
配
布
す
る
「
あ
い
た
て
カ
ー
ド
」

を
集
め
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

各
館
に
お
い
て
あ
る
ラ
リ
ー
シ
ー
ト
１
枚
に
つ
き
、
あ
い
た
て
カ
ー
ド
を
２
種
類

以
上
集
め
る
と
、
記
念
品
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
チ
）
を
進
呈
し
ま
す
！

◆
開
催
日
時

11
月
８
日
（
日
）
９
時
か
ら
15
時

※

開
館
時
間
は
施
設
に
よ
り
異
な
る

◆
開
催
場
所
（
開
館
時
間
）

旧
額
田
郡
公
会
堂
及
物
産
陳
列
所

（
９
時
～
15
時
）
★
外
観
見
学
の
み
可

旧
本
多
忠
次
邸

（
９
時
～
17
時

※

入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

岡
崎
信
用
金
庫
資
料
館

（
10
時
～
17
時

※

入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

カ
ク
キ
ュ
ー
八
丁
味
噌

（
10
時
～
17
時
）

◆
記
念
品
引
換
場
所

旧
額
田
郡
公
会
堂
（
記
念
品
引
換
時
間

９
時
～
15
時
）

旧
本
多
忠
次
邸

（
記
念
品
引
換
時
間

９
時
～
16
時
30
分
）

◆
注
意
事
項

・
記
念
品
は
あ
い
た
て
カ
ー
ド
２
種
類
以
上
（
２
館
以
上
）
で
記
念
品
１
個
、

あ
い
た
て
カ
ー
ド
４
種
類
（
４
館
）
で
記
念
品
を
も
う
１
個
進
呈
し
ま
す
。

・
記
念
品
は
引
換
場
所
で
デ
ザ
イ
ン
が
異
な
り
ま
す
（
各
館
先
着
50
個
）

・
ラ
リ
ー
シ
ー
ト
は
、
１
人
１
枚
と
し
ま
す
。



ベージュ色の外壁と赤銅色の屋根が目を

引く、昭和7年(1932)建築の洋風住宅です。
建物内部は外観の愛らしさから一転し、部
屋ごとに趣が異なります。アールデコ様式
の茶室や格調高い和室、重厚な家具やステ
ンドグラスなど、各部屋のしつらえには本
多忠次氏の思いが込められています。国登
録有形文化財。

旧本多忠次邸

理想の住宅を求めて

🏠岡崎市欠町足延40番地１
👣名鉄バス「東公園口」から徒歩3分
📞0564-23-5015
🕑9時から17時（入館は16時30分まで）

無料（企画展開催時は有料）
㊡月曜日（月曜日が祝日の場合は翌平日)

12月29日から1月3日
🅿東公園駐車場 約400台

岡崎信用金庫資料館

空襲に耐えた金融と経済の
中心地

🏠岡崎市伝馬通1-58
👣名鉄東岡崎駅から徒歩10分

名鉄バス「篭田公園前」から徒歩3分
📞0564-24-2367 無料
🕑10時から17時（入館は16時30分まで）
㊡月曜日（月曜日が祝日の場合は翌平日)

12月31日から1月3日
🅿８台

中部地区で近代建築の設計を一手に引き
受けた鈴木禎次のデザインで、大正６年
(1917)に岡崎銀行本店として建てられまし
た。赤煉瓦に地元産花崗岩を配した重厚な
外観は、地域を代表する銀行にふさわしい、
本格的な洋風建築のデザインです。空襲で
大半が焼失しましたが、修復を経て商工会
議所、信用金庫資料館になっており、地元
財界人の建物への想いがうかがえます。国
登録有形文化財。

大正２年(1913)建築の公共建築です。桃
色の外壁が目を引く公会堂では、各種集会
で人々が新時代の思想に触れました。一方、
緑と青の塗装が鮮やかな物産陳列所は、最
新の技術と産物を発信する場所でした。板
を張ってペンキを塗った近代建築に特徴的
な外観が、人々の注目を集めたことでしょ
う。時代とともに建物の用途は変わりまし
たが、この地でずっと岡崎の人と物を受け
入れ続けてきました。国指定重要文化財。

旧額田郡公会堂及物産陳列所

岡崎の100年とともに

🏠岡崎市朝日町３丁目36番地１
👣名鉄バス「徳王神社前」から徒歩5分
📞0564-23-6177（岡崎市役所社会教育課）

🅿あり（岡崎市役所東駐車場 275台）
※外観見学のみ

江戸時代からの伝統的な製法で八丁味噌

を作り続けている、２軒の老舗の内の１件
です。多数の味噌蔵の中でも、明治40年
(1907)建築の本社蔵は、矢作川の洪水対策
で石垣の上に建つ点が特徴です。また昭和
２年(1927)竣工の本社事務所は、濃茶と白
を基調とした外壁に中央部を一段高くした
構造で、西洋の教会を彷彿とさせる外観で
す。両者はともに愛知県内で１番目の国の
登録有形文化財として登録されています。

カクキュー八丁味噌

愛知県発の登録有形文化財

🏠岡崎市八丁町69番地
👣名鉄バス「板屋町口」から徒歩2分
📞0564-21-1355
🕑10時から17時

無料
㊡年末年始
🅿バス10台、普通車40台
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